冊子　平成23年度カリキュラム作成資料｢わくわく理科｣ 正誤表

冊子平成23年度カリキュラム作成資料「わくわく理科」に下記の訂正をしております。深くお詫びいたしますとともに，ご訂正の上ご使用いただきますようお願い申し上げます。（改善のための修正も含んでおります。）なお，ホームページ上のデ－タは訂正をしております。　　

啓林館編集部

指導計画・評価資料　5年

	単元
	該当箇所
	原　文
	修正文（※修正内容）

	1.植物の発芽と成長


	p.62-63
知･理①

（評価規準）
	（第5・6時）

知･理①　植物の発芽には，水や空気，温度が関係していることや，種子の中の養分をもとにして発芽することを理解している。


	（第4時）

知･理①　植物の発芽には，水や空気，温度が関係していることを理解している。

（第5・6時）

知･理②　植物は，種子の中の養分をもとにして発芽することを理解している。

※原文のうち前半の内容を第4時に，後半の内容を第5・6時に配当。A基準，B基準，B基準に達していない場合の手立ても同様に修正（具体的な修正文は，訂正済みデータに記載）。



	2.メダカのたんじょう


	p.64
第5時

指導計画


	(2) たまごからかえった直後の子メダカは，どんなようすだろうか。


	(2) これまでの記録を並べて，メダカの卵がどのように育ってきたかをまとめよう。



	8.ふりこのきまり


	p.78

単元の目標


	振り子のおもりの重さや糸の長さ，振れ幅などを変えて調べ，振り子は振り子の長さによって１往復する時間が変わることをとらえるとともに，


	振り子の長さやおもりの重さ，振れ幅などを変えて調べ，振り子が１往復する時間は振り子の長さによって変わることをとらえるとともに，



	
	p.78-79

「次」


	第１次（４時間）

第２次（２時間）


	第１次（６時間）

※「第２次（２時間）」の見出し及び「指導計画」第２次のタイトルを削除。第１次との区切りを一重線に変更。第5・6時の課題文の番号を(5)に変更。




指導計画・評価資料　6年

	単元
	該当箇所
	原　文
	修正文（※修正内容）

	1.ものが燃えるとき

	p.82-83
知･理①
知･理②

（評価規準）


	（第5・6時）

知･理①　植物体が燃えると，空気中の酸素が減って，二酸化炭素が増えることを理解している。

（第7・8時）
知･理②　木や紙などの植物体が燃えると，酸素が使われ，二酸化炭素ができ，燃えた後には灰が残ることを理解している。


	（第5・6時）
知･理①　ろうそくや木などの植物体が燃えると，空気中の酸素が使われ二酸化炭素ができることや，木などが燃えた後には灰が残ることを理解している。
※原文の「知･理①」「知･理②」の内容を統合して第5・6時に配当。A基準，B基準，B基準に達していない場合の手立ても同様に修正（具体的な修正文は，訂正済みデータに記載）。




※その他，個々の表記等は，改善や統一などのため変更している場合があります。


